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八 
建築協定 第 18 号 

街 づ く り な ご や

第
十
四
回 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催 

 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
平
成
二
十
一
年
度
（
第
十
四

回
）
総
会
を
、
平
成
二
十
一
年
五
月
十
六
日
（
土
）
ア
イ
リ
ス
愛

知
に
お
い
て
開
催
し
、
新
規
地
区
を
含
む
二
十
地
区
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

第
一
部
の
議
案
審
議
で
は
、
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
年
度
活

動
報
告
（
案
）
お
よ
び
決
算
報
告
（
案
）」
、
第
二
号
議
案
「
平
成

二
十
一
年
度
活
動
計
画
（
案
）
」
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は
、
講
師
に
名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
建
築
指
導
課
伊

藤
誠
課
長
を
お
招
き
し
、「
名
古
屋
市
の
建
築
協
定
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
２
・
３
面
に
掲
載
） 

    

Ｐ
Ｒ
活
動
と
協
定
運
営
へ
の
協
力 

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
会
長 

伊
藤
政
行 

 

連
絡
協
議
会
も
平
成
八
年
に
発
足
以
来
十
四
年
目
に
入
り
ま

す
。
そ
の
間
建
築
協
定
の
地
区
数
も
四
十
二
地
区
に
な
り
、
発 

第一部

総 

会 

足
当
時
の
約
１
．
５
倍
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
又
、
現

在
準
備
中
の
地
区
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

二
十
年
度
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
協
定
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
言
う
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
活
動
に

力
を
い
れ
、
不
動
産
関
連
の
団
体
、
建
築
事
務
所
関
連
団

体
に
も
Ｐ
Ｒ
を
行
な
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
活
動
は
一
回
限
り

で
済
む
も
の
で
な
く
繰
り
返
し
行
な
わ
な
け
れ
ば
効
果

が
無
く
今
年
度
も
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

建
築
協
定
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
議
会
役
員
が

緑
区
に
お
い
て
新
た
な
協
定
締
結
に
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
又
、
紛
争
を
生
じ
た
地
区
の
方
に
役
員
会

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
状
況
等
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。 こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
今
年
度
も
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

具
体
的
に
連
絡
協
議
会
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

連
絡
協
議
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
要
望
・
提
案
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
役
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
可
能
な

限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

活　動　内　容 実　施　時　期

　第１回役員会 　平成２１年４月

　第１４回総会 　平成２１年５月
　機関紙づくり（第18号） 　平成２１年５月～平成２１年７月

　第２回役員会 　平成２１年６月

　機関紙の発行（第18号） 　平成２１年７月

　第３回役員会 　平成２１年８月
　勉　強　会 　平成２１年９月

　第４回役員会 　平成２１年１０月

　建築協定ＰＲ活動 　平成２１年１１月

　第５回役員会 　平成２２年１月
　全地区委員長会議 　平成２２年３月

　第６回役員会 　平成２２年４月
※  協定ニュースレター発行（随時）

平成 21 年度役員名簿 平成 21 年度活動計画 

河村新市長 
を表敬訪問 

平
成
二
十
一
年
六
月
十
七
日
九
時
三
十
分
か
ら
十
五
分
間
と

い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
伊
藤
会
長
と
鬼
頭
副
会
長
が
河
村

新
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
建
築
協
定
と
建
築
協
定
連
絡
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て
市
長
に
説
明
し
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
委
員
会
の
考
え
方
に
近
い
活
動
を
既
に
皆
さ
ん
は
や
っ
て

お
ら
れ
る
訳
で
す
ね
。
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

協
議
会
か
ら
も
、
今
後
折
に
触
れ
て
建
築
協
定
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
く
よ
う
市
長
に
要
請
を
し
ま
し
た
。 

役　職 氏　　名 地　　　区　　　名　　　等

会　長 伊藤　政行  味鋺東地区（北区）

副会長 鬼頭　國二  みどりヶ丘東地域（緑区）

会　計 澤田　　浩  みどりヶ丘南地域（緑区）

幹　事 河本　一郎  鳴海町南荘（緑区）

幹　事 島本　昌彦  みどりヶ丘北地域（緑区）

監　査 齋藤　　勝  徳川一丁目前ノ町地区（東区）

顧　問 山本　　進  前名古屋市建築協定連絡協議会会長
 藤里町西部（名東区）

顧　問 赤松　早苗  元名古屋市建築協定連絡協議会会長

顧　問  住宅都市局建築指導部長

活 動 内 容 実 施 時 期
 第１回役員会  平成２１年４月
 第１４回総会  平成２１年５月
 機関紙づくり（第 18 号）  平成２１年５月～平成２１年７月
 第２回役員会  平成２１年６月
 機関紙の発行（第 18 号）  平成２１年７月
 第３回役員会  平成２１年８月
 勉 強 会  平成２１年９月
 第４回役員会  平成２１年１０月
 建築協定ＰＲ活動  平成２１年１１月
 第５回役員会  平成２２年１月
 全地区委員長会議  平成２２年３月
 第６回役員会  平成２２年４月
※  協定ニュースレター発行（随時）

役 職 氏  名 地   区   名   等 
会 長 伊藤 政行  味鋺東地区（北区） 
副会長 鬼頭 國二  みどりヶ丘東地域（緑区） 
会 計 澤田  浩  みどりヶ丘南地域（緑区） 
幹 事 河本 一郎  鳴海町南荘（緑区） 
幹 事 島本 昌彦  みどりヶ丘北地域（緑区） 
監 査 齋藤  勝  徳川一丁目前ノ町地区（東区） 
顧 問 山本  進 前名古屋市建築協定連絡協議会会長

藤里町西部（名東区） 
顧 問 赤松 早苗  元名古屋市建築協定連絡協議会会長

顧 問 住宅都市局建築指導部長 

●平成 21 年 8 月 6 日発行 
●名古屋市建築協定連絡協議会 
●事務局／名古屋市住宅都市局建築指導課内

 〒460-8508 名古屋市中区三の丸 3-1-1 
 TEL 052-972-2918 FAX 052-972-4159 
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は
じ
め
に 

 

第
二
部
で
は
、
名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
建
築
指
導
部
建
築
指

導
課 

課
長 

伊
藤 

誠
氏
よ
り
名
古
屋
市
の
建
築
協
定
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
内
容
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

 
 

名
古
屋
市
は
現
在
、
新
市
長

の
下
で
新
し
い
価
値
観
を
入

れ
て
行
政
運
営
を
進
め
て
い

く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
市
長

は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
に
よ
る
地

域
委
員
会
の
設
置
を
約
束
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
決
め
て
い
こ

う
と
い
う
趣
旨
で
、
国
と
地
方

の
間
で
の
地
方
分
権
と
同
じ

よ
う
に
、
市
役
所
と
地
域
と
の
間
で
も
同
じ
議
論
を
進
め
て
い

く
べ
き
だ
と
い
う
壮
大
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
動
き
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
ら
ル
ー
ル
を
決
め

て
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
建
築
協
定
と
相
通
じ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
市
が
市
民
の
意
識
を
幅
広
く
聞
く
た
め

に
、
昨
年
の
九
月
、
十
月
に
『
名
古
屋
市
民
二
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
意
識
調
査
で
「
あ
な
た
が
、
建
物
を
建
て
る
場

合
に
、
建
物
の
高
さ
や
色
、
形
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
回
答
で
概
ね
九
割
の
方
が
「
自
由
に
建
て
た
い
が
、
美

し
い
町
並
み
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
は
制

限
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
自
分
の
土
地
だ
か
ら
好
き
な
よ
う
に
使
い
た
い
と
い

う
人
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
建
築
協
定

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
参
考
に
な
る
話
と
思
い
ま
す
。 

   

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
は
基
本
的
に
は
都
市
計
画
法
と
建
築

基
準
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
さ

ら
に
き
め
細
か
い
規
制
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
建
築
物
に

関
す
る
ル
ー
ル
に
は
地
区
計
画
と
建
築
協
定
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
緑
化
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
緑
化
協
定
や
景
観
に
関

す
る
ル
ー
ル
の
景
観
協
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

地
域
住
民
の
合
意
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

 

地
区
計
画
は
比
較
的
広
い
エ
リ
ア
で
定
め
、
全
員
合
意
が
原

則
で
、
恒
久
的
な
公
的
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。 

 
 
 
 

 
 

 

建
築
協
定
は
小
規
模
な
エ
リ
ア
で
も
定
め
る
こ
と
が
で
き
、

有
効
期
間
が
あ
り
、
市
長
の
認
可
に
よ
る
私
的
な
ル
ー
ル
と
し

て
定
め
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
全
員
合
意
を
必
要
と
せ
ず
、
非

加
入
者
は
隣
接
地
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。 

地
区
計
画
は
都
市
計
画
法
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
違
反
し
た

建
築
物
は
改
善
・
指
導
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

建
築
協
定
は
建
築
基
準
法
を
根
拠
に
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
私
的
な
も
の
で
す
の
で
違
反
し
た
建
築
物
は
民
事
裁
判
で

争
わ
れ
ま
す
。 

建
築
協
定
で
制
限
で
き
る
内
容
は
建
築
物
の
敷
地
、
位
置
、

用
途
、
形
態
、
意
匠
な
ど
で
す
。 

 

  

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
は
、
法
律
に
は
な
く
て
も
昔

か
ら
日
本
で
も
外
国
で
も
い
く
つ
も
例
が
あ
り
ま
す
。
明
文
化

さ
れ
た
も
の
、
暗
黙
の
ル
ー
ル
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。 

長
府
古
江
小
路
は
下
関
市
長
府
に
あ
り
、
江
戸
時
代
の
天
保

年
間
か
ら
、
身
分
に
応
じ
て
家
の
作
り
方
や
門
の
構
え
方
な
ど

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
達
豊
浦
家

中
一
統
家
作
定
書
）。
武
家
屋
敷
は
殆
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ま
で
も
練
り
壁
が
整
然
と
残
っ
て
い
て
、
町
並
み
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
武
家
屋
敷
が
元
薩
摩
藩
知
覧
に
も
見

ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
今
は
貴
重
な
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
ま

す
。 ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
町
並
み
つ
く
り
と
い
う
こ
と
は
普
通
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
リ
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
か
ら
、

軒
や
建
物
の
高
さ
が
通
り
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。
高
さ
規
制
に
つ
い
て
は
、
眺
望
、
見
晴
ら
し
、
遠
景
な

ど
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

横
浜
の
元
町
商
店
街
で
は
昭
和
三
十
年
に
道
路
に
面
し
た
一

階
部
分
で
１
．
８
ｍ
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
横
浜
市
の
主
導
で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
商
店
街
が
受
け

入
れ
て
建
築
協
定
と
同
様
に
合
意
形
成
の
上
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
同
様
の
も
の
が
、
名
古
屋
市
北
区
の
大
曽
根
本
通
沿
い
に

あ
り
、
こ
れ
は
商
店
街
の
建
築
協
定
「
大
曽
根
ま
ち
づ
く
り
建

築
協
定
（
Ｏ
Ｚ
モ
ー
ル
）」
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
す
。 

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル 

ま
ち
づ
く
り
と
建
築
協
定
の
歴
史

名
古
屋
市
の
建
築
協
定

 

名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
建
築
指
導
部
建
築
指
導
課
長 

伊
藤 

誠 

長府古江小路 

パ   リ 

講
演
会 

第二部 



（３） 

建
築
基
準
法
は
昭

和
二
十
五
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の

中
で
第
六
十
九
条
～

第
七
十
七
条
に
建
築

協
定
の
制
度
が
は
じ

め
て
定
め
ら
れ
ま
し

た
。 当

初
は
全
員
合
意

と
言
う
非
常
に
重
い

条
件
の
為
な
か
な
か

普
及
せ
ず
、
新
規
開
発

地
に
お
け
る
一
人
協
定
が
主
流
で
し
た
。
そ
こ
で
建
築
協
定
の

合
意
を
容
易
に
す
る
た
め
平
成
七
年
度
の
基
準
法
改
正
で
建
築

協
定
区
域
隣
接
地
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

名
古
屋
市
で
は
昭
和
五
十
二
年
に
名
古
屋
市
建
築
協
定
条
例

が
施
行
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
よ
り
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ラ
ブ
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
築
紛
争
に
と
も
な
い
住
民
発
意
で
締

結
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

   

名
古
屋
市
で
は
現
在
四
十
二
地
区
で
建
築
協
定
が
締
結
さ
れ

て
お
り
、
地
区
代
表
に
よ
り
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
が
組
織
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
市
の
建
築
協
定
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ワ
ン
ル
ー
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
計
画
が
契
機
と
な
っ

た
締
結
が
多
く
、
ま
た
住
居
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
予
防
型

建
築
協
定
も
増
え
て
い
ま
す
。 

建
築
協
定
の
区
域
面
積
は
約
八
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
市
域
に

対
す
る
割
合
は
０
．
３
％
で
地
区
計
画
の
四
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
四
十
四
地
区
）、
１
．
５
％
に
比
べ
る
と
五
分
の
一
の
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
建
築
協
定
の
単
位
規
模
が
小
さ
い

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

建
築
協
定
の
種
類
別
で
は
、
一
人
協
定
が
四
地
区
、
住
民
発

意
型
は
三
十
八
地
区
で
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。 

協
定
締
結
の
契
機
・
分
類
・
制
限
の
主
な
内
容
等
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。 

 

 

京
都
市
で
は
七
十
の
協
定
地
区
が
あ
り
、
殆
ど
が
新
規
開
発

地
の
一
人
協
定
型
で
す
。
都
心
部
で
歴
史
的
町
並
み
や
職
住
共

存
環
境
を
守
る
た
め
に
、「
町
屋
を
守
っ
て
い
く
会
」
な
ど
住
民

発
意
で
で
き
た
協
定
も
あ
り
ま
す
。 

神
戸
市
は
百
三
十
の
協
定
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
一
人
協
定
が
中
心
で
す
。 

横
浜
市
も
百
七
十
一
の
建
築
協
定
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

一
人
協
定
或
い
は
そ
の
更
新
地
区
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
他
都
市
の
建
築
協
定
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
良
好
な
住
居
環
境
を
継
続
さ
せ
、
資
産
価
値
を

維
持
さ
せ
る
の
が
主
な
狙
い
で
す
。
名
古
屋
市
は
こ
れ
に
比
べ

住
民
発
意
の
紛
争
対
策
型
が
多
く
、
制
限
内
容
も
紛
争
対
象
に

な
る
建
物
用
途
の
禁
止
や
高
さ
・
階
数
制
限
等
が
多
い
こ
と
が

特
色
で
す
。
又
名
古
屋
市
の
場
合
、
基
準
法
改
正
以
前
か
ら
隣

接
地
の
考
え
方
が
協
定
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
た
め
、
住
民

発
意
型
締
結
を
容
易
に
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

  

協
定
違
反
へ
の
対
応
は
協
定
運
営
委
員
会
に
よ
る
工
事
執
行

中
止
請
求
あ
る
い
は
民
事
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
紛
争
ト
ラ
ブ
ル
は
未
然
防
止
が
望
ま
し
い
。 

そ
の
た
め
に
は
確
認
申
請
段
階
で
の
事
前
協
議
の
徹
底
、
工

事
着
工
以
前
の
早
期
情
報
入
手
に
よ
る
対
応
が
肝
要
で
す
。 

例
え
ば
、
建
物
が
壊
さ
れ
た
り
、
駐
車
場
が
解
約
さ
れ
た
場

合
な
ど
は
何
か
計
画
が
あ
る
は
ず
で
す
。
早
期
の
情
報
収
集
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

    

建
築
協
定
違
反
に
対
す
る
裁
判
例
は
数
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
建
築
協
定
が
建
築
業
界
、
不
動
産
業
界
で
法
律
同
様
に

遵
守
義
務
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
数
少
な
い
判

例
で
す
が
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

神
戸
地
裁
の
判
例
で
は
協
定
に
違
反
し
て
三
階
建
て
を
建
て

た
違
反
者
が
敗
訴
し
て
い
ま
す
。 

浦
和
地
裁
の
判
例
で
は
逆
に
二
階
建
て
の
増
築
を
禁
止
す
る

き
び
し
い
建
築
協
定
に
違
反
し
た
事
例
で
、
二
階
建
て
を
認
め

な
い
建
築
協
定
そ
の
も
の
が
社
会
通
念
上
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と

し
て
違
反
者
が
勝
訴
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
高
裁
の
判
例
は
運
営
委
員
会
長
の
承
認
を
得
て
建
設
し

た
併
用
住
宅
に
対
し
、
後
で
運
営
委
員
会
が
協
定
に
抵
触
す
る

と
し
て
提
訴
し
た
事
例
で
は
被
告
が
勝
訴
し
て
い
ま
す
。 

建
築
協
定
の
裁
判
で
は
圧
倒
的
に
協
定
側
が
有
利
な
立
場
に

あ
り
ま
す
が
、
協
定
内
容
が
社
会
通
念
上
不
条
理
で
あ
っ
た
り
、

曖
昧
で
あ
る
時
に
は
協
定
側
が
負
け
る
こ
と
が
あ
る
と
の
警
告

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

   

名
古
屋
市
は
健
全
な
建
築
協
定
の
普
及
拡
大
を
願
っ
て
い
ま

す
。
新
規
協
定
締
結
地
区
、
既
協
定
締
結
地
区
に
対
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

建
築
協
定
地
域
が
よ
り
発
展
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
名
古
屋
市

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
市
の
建
築
協
定
の
特
徴 

建
築
協
定
を
め
ぐ
る
裁
判
例

ＯＺモール 

有：３０地区　　無：１２地区
事　前　協　議

用途の制限 ３８地区

高さ・階数の制限 ３２地区

壁面後退 １４地区

駐車場確保 １４地区

緑化（努力義務) ２１地区

制限の主な内容

お
わ
り
に

他
都
市
の
建
築
協
定

協
定
違
反
と
紛
争
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

紛争型
高層住宅やワンルーム
マンション、ラブホテ
ル等の建設計画が契機

予防型近隣で協定が認可され
たことが契機

その他
まちづくり型、形態の
制限を目的等

一人協定型
４地区 協定を締結し住宅を分譲

締結の分類・契機

住民発意型
３８地区

制限の主な内容 

用途の制限 ３８地区 

高さ・階数の制限 ３２地区 

壁面後退 １４地区 

駐車場確保 １４地区 

緑化（努力義務) ２１地区 



（４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
編 

集 

後 

記
● 

 
 

 

機
関
紙
第
十
八
号
を
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。 

 

総
会
後
の
講
演
会
で
は
、
名
古
屋
市
の
建
築
協
定

に
つ
い
て
興
味
あ
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
の
概
要
を
記
事
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
さ
れ
る
方
に
も
大
変
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

鬼
頭
國
二
（
み
ど
り
ヶ
丘
東
地
域
）

島
本
昌
彦
（
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域
）

■
事
務
局
の
異
動
の
お
知
ら
せ 

〈
退
任
〉
田
中
係
長 

 

森
本
技
師 

 

柘
植
技
師 

 

〈
新
任
〉
鈴
木
係
長 

 

堀
江
技
師 

 

坂
倉
技
師 

 

 

お
知
ら
せ 

■
役
員
移
動
の
お
知
ら
せ 

 

（
退
任
）
渡
辺 

泰
彬 

（
大
曽
根
街
づ
く
り
） 

地 

区 

四
五
地
区 

協
定
者 

約
四
八
〇
〇
人 

面 

積 

約
九
十
八
万
㎡ 

■
更
新
を
迎
え
る
地
区 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
に
関
す
る
図
書
を
購
入
し
ま
し

た
。
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
出

下
さ
い
。 

図
書
名 

十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ゼ
ロ 

作 

者 

藤
野 

達
善 

 

内 

容 

福
岡
市
内
で
一
〇
ｍ
以
上
の
マ
ン
シ
ョ

ン
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
地
域
の

十
三
年
間
の
記
録 

■
新
規
の
協
定
地
区
の
紹
介 

《
戸
部
町
南
部
地
域
》 

・
所

在

地 

南
区
戸
部
町
２
・
３
・
４
丁
目
、

松
池
町
２
丁
目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
年
九
月
一
日 

・
制
限
概
要 

階
数
四
階
以
下
か
つ
高
さ
一
二
ｍ

以
下
等 

・
有
効
期
間 

一
〇
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 

事
務
局
よ
り

隣
接
地
か
ら
の
加
入
が
あ
っ
た
地
区 

・
滝
子
町
地
区 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
区 

 
 
 
 
 

一
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
東
地
区 

 
 
 
 
 

二
件 

・
極
楽
三
丁
目
地
区 

 
 
 
 
 
 

一
件 

現
在
相
談
中
の
地
区 

・
千
種
区
・
緑
区
に
お
い
て
、
新
規
締
結
の
相
談

地
区
が
あ
り
ま
す
。 

■
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て 

 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
で
は
、
活
動
に
対

す
る
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た

ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
役
員
会
に
て
検
討
の
う
え
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
へ
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
事
務
局
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。） 

平
成
二
十
一
年
度
に
更
新
（
自
動
更
新
を
含
む
）

を
迎
え
る
地
区
は
左
記
の
通
り
で
す
。
ス
ム
ー
ズ
に

更
新
手
続
き
を
行
う
た
め
に
早
め
の
準
備
を
心
が
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

《
滝
子
町
》 

・
所

在

地 

昭
和
区
滝
子
町 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
年
九
月
二
十
九
日 

・
制
限
概
要 

高
さ
一
二
ｍ
以
下
。
風
俗
営
業
・

性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
・
深
夜
に
お
け
る
酒

類
提
供
飲
食
店
舗
の
禁
止
等 

・
有
効
期
間 

一
〇
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 

《
香
流
橋
一
丁
目
地
域
》 

・
所

在

地 

千
種
区
香
流
橋
一
丁
目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
一
年
五
月
十
九
日 

・
制
限
概
要 

ラ
ブ
ホ
テ
ル
及
び
ポ
ル
ノ
シ
ョ
ッ

プ
・
大
人
の
お
も
ち
ゃ
屋
等
で
委
員
会
が
指

定
し
た
ピ
ン
ク
産
業
施
設
の
禁
止 

・
有
効
期
間 

一
〇
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 

■
協
定
の
現
況
（
平
成
二
十
一
年
六
月
末
現
在
） 

《
鳴
子
町
５
丁
目
東
地
区
》 

・
所

在

地 

緑
区
鳴
子
町
５
丁
目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
一
年
五
月
十
九
日 

・
制
限
概
要 

一
戸
建
住
宅
、
階
数
二
階
以
下
。

敷
地
の
分
割
・
地
盤
面
の
高
さ
変
更
の
禁
止

等 

・
有
効
期
間 

五
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 

更
新
地
区 

小
幡
稲
荷
前
団
地 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日 

石
田
町
南
部
町
内
会
地
区 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
四
日 

自
動
更
新
地
区 

み
ど
り
ヶ
丘
萩
ヶ
丘 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
日 

味
鋺
東
地
区 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日 

《
萩
ケ
丘
西
地
区
》 

・
所

在

地 

緑
区
ほ
ら
貝
一
丁
目
、
相
川
三
丁

目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
八
日 

・
制
限
概
要 

風
俗
営
業
的
施
設
・
深
夜
に
営
業

す
る
施
設
・
占
有
面
積
五
〇
㎡
以
下
の
ア
パ

ー
ト
等
・
敷
地
面
積
一
〇
〇
㎡
以
下
の
ミ
ニ

開
発
・
宗
教
施
設
の
禁
止
等 

・
有
効
期
間 

一
〇
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 

 

■
図
書
の
購
入
に
つ
い
て 

■
新
任
挨
拶 

建
築
指
導
係
長
の
鈴
木
で
す
。
新
任
を
代
表
し
て
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
４
月
に
着
任
し
て
早
々

に
、
建
築
協
定
の
新
規
地
区
３
件
、
更
新
地
区
１
件
の

立
ち
上
げ
に
係
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
名

古
屋
市
内
の
建
築
協
定
が
今
ま
さ
に
普
及
拡
大
中
で

あ
る
こ
と
を
肌
身
に
感
じ
、
市
民
の
皆
様
に
よ
る
自
主

的
な
街
づ
く
り
へ
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。 

こ
れ
も
、
連
絡
協
議
会
の
皆
様
方
の
Ｐ
Ｒ
等
、
日
頃

の
活
動
の
賜
物
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

建
築
協
定
の
益
々
の
盛
り
上
が
り
と
発
展
の
た
め
、

微
力
な
が
ら
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

■
更
新
地
区 

《
徳
川
一
丁
目
前
ノ
町
地
区
》 

・
所

在

地 

東
区
徳
川
一
丁
目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
一
年
六
月
十
七
日 

・
制
限
概
要 

階
数
六
階
以
下
。
風
俗
営
業
・
性

風
俗
関
連
特
殊
営
業
・
酒
類
提
供
飲
食
店

舗
・
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
禁
止
等 

・
有
効
期
間 

五
年
間
（
自
動
更
新
条
項
有
） 


